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原子力発電所の稼働率，保守性、及び安全性向上に貢献することを目指し、近年活用が進んでいるＡＩを

用いてプラントの何千ものプロセスデータから通常と異なる中長期の変動を検出可能な異常予兆検知システ

ムのアルゴリズムを開発すると共にこれを導入するためのユーザーインターフェースや機器構成を立案した。 
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1. 緒言 

原子力発電所では安定・安全運転のために何千ものプロセスデータが測定され異常がないか評価されてい

るが全てのプロセスデータを常に監視／評価することは困難であり、かつ運転中における異変を正確に捉え

るには十分な知識と経験、及び詳細な分析評価作業が必要である。そこでプラント監視におけるユーザの負

担軽減をはかり、原子力発電所の価値向上につながることを視野にいれたＡＩを用いた異常予兆検知システ

ムの開発を進めている。 

2. 実施内容 

2-1. アルゴリズムの開発 

原子力発電所での運転状態監視やその

評価活動を考慮すると、多くのプロセス

データを時系列変化も含めて同時に扱

え、誤検知なく異常予兆を早期検知でき

る高い性能が求められる。本要求を満足

するため深層学習のアルゴリズムのひと

つであるオートエンコーダをベースとし

た検知アルゴリズムを開発した。 

2-2.ユーザーインターフェース（UI）及び機器構成の検討 

異常予兆検知システムを効果的に運用するためには、ユーザをいかに適切に支援するかを考慮して UI 及び

機器構成を具備することが重要である。発電所の系統構成や各系統の重要度、さらには実際の運転状態監視

や評価活動を想定して具体的案を検討した。 

3. 結論 

原子力発電所特有の運用を想定しいかにユーザを適切に支援するかが重要なテーマであるが、異常予兆検

知システムの検知アルゴリズムでは一定の性能が得られ、UI／機器構成も立案できた。今後は実際の運用を

さらに見据えて改善を図っていく。 
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図 1. 異常予兆検知の概念図 
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